
項　 　 目 内　 　 容

遮水シート
・ ﾎ゚ ﾘ塩化ﾋﾞ ﾆﾙｼー ﾄ： 1枚， 厚さ 0. 2mm
・ 長繊維不織布： 2枚， 厚さ 1mm

地盤条件

・ 砂層： 相馬硅砂５ 号（ 相対密度約40％）
・ 捨石： 砕石４ 号
・ 裏込： 砕石６ 号
・ 廃棄物層： 砕石７ 号

入力加振波 ・ 八戸波（ S-252 NS Base， 最大加速度432Gal ）
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表１ 実験条件 

図１ 実験模型断面図 

管理型廃棄物埋立護岸遮水シートの模型振動実験 
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１．はじめに  

 管理型廃棄物埋立護岸遮水工の要求性能は、常時安定性だけでなく、地震等の異常時においても遮水機能が

確保されることが求められている．しかしながら遮水シートの動的特性は明らかにされておらず、地震時にお

ける遮水シートと護岸の変形挙動の関連についてもいまだ解明されていないのが現状である１）,２）．本研究で

は、管理型廃棄物埋立護岸における遮水工の地震時変形特性を明らかにするために、水中振動台による模型振

動実験を実施し、遮水シートのひずみ、模型地盤の変形量および護岸の変形量について計測を行い、遮水シー

トのひずみと護岸および地盤変形量の関係について検討を行った． 

２．実験内容  

 実験模型断面を図１に示す．実験対象モデルは管理

型廃棄物埋立護岸であり、護岸形式は重力式護岸、遮

水工は遮水シート工法とし、模型の縮尺は 1/15 を想

定した．実験に用いた土槽は長さ 4m、幅 1.2m、高さ

2m の箱型の鋼製枠で、護岸前面側と背面側は水を流

出入させることができるようになっている．模型地盤

は、砂層、捨石、裏込、廃棄物層をそれぞれ相馬硅砂

５号、砕石４号、砕石６号、砕石７号により作製した．なお砂層は

水中落下法により相対密度約 40%の地盤を作製した．遮水工は、裏

込の上に、長繊維不織布、ポリ塩化ビニルシート、長繊維不織布の

順で設置した．なお遮水工上端はコンクリートブロックを設置する

ことにより固定し、下端は

土槽に完全に固定した．実

験条件を表１に示す．入力

加振波は、八戸波（S-252 NS 

Base）について最大加速度

を 432Gal に調整し、井合の

相似則に従い３）時間軸を

7.62分の 1に圧縮したもの

を使用した．計測は遮水シ

ートのひずみ、護岸変位、

地盤変位、地盤加速度につ

いて行った．計測機器設置

位置を図１に示す． 

 キーワード 管理型廃棄物埋立護岸，遮水シート，模型振動実験 

 連絡先   〒329-2746 栃木県那須塩原市四区町 1534-1 五洋建設㈱ ＴＥＬ0287-39-2109 
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図４ 地盤変位ベクトル 
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３．実験結果  

 実験結果の時刻歴波形を図２に示す．(a)土槽底

版加速度の増加に伴い(b)砂層の過剰間隙水圧比が

上昇し始め、加振中に最大値に達した．最大値を見

ると護岸前面側は約 1.0 で完全に液状化し、護岸直

下は約 0.4 で地盤はやや軟化、護岸背後側は約 0.7

でほぼ液状化したと考えられる．過剰間隙水圧の上

昇に伴い(c)護岸天端水平変位が急増していること

から、地盤の軟化に伴い護岸が大きく変形している

ことが分かる．加振後も変位の増加は継続し、水圧

の消散とともに変位の増加が終了したことから、護

岸変位が地盤変位に依存していたと考えられる．

(d)の時刻歴波形から、裏込法面上側(S5)における

遮水シートのひずみは護岸変位と良く似た挙動を

示しており、護岸変位に依存するものと考えられる．

裏込天端(S2)におけるひずみは加振終了後も増加

しており、これは護岸前面部における砂層の水圧消

散が遅いために地盤変形が継続し、護岸付近のひず

みが増加したと考えられる． 

 図３の遮水シートのひずみ分布を見ると、裏込天

端法肩付近(S2)および裏込法面上側(S5)で比較的

大きなひずみが発生していた．前者については法肩

で遮水シートが拘束されているため、裏込天端法肩

付近(S2)にひずみが集中したと考えられる．後者に

ついては図４のターゲットを追跡して計測した地

盤変位ベクトルより裏込法面中段上側(S5)付近で

地盤変位量の変化が大きいことから、地盤変形の影

響によりひずみが大きくなっ

たと推察される． 
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図２ 実験結果時刻歴 

図３ 遮水シートひずみ分布 
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(b) 過剰間隙水圧比（砂層）
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(d) 遮水シートのひずみ
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